
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

第２次那珂川町男女共同参画計画 

〖那珂川町女性活躍推進計画〗 

〖那珂川町ＤＶ等防止基本計画〗 

 

 

～男女が認めあい 支えあい  

一人一人がいきいきと輝く那珂川町～ 

 

令和４（２０２２）年度～令和８（２０２６）年度 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年３月 

栃木県那珂川町 

概要版 

『男女共同参画社会』とは 

男女が、社会の対等な構成員として、自らの意思によって社会

のあらゆる分野における活動に参画する機会が確保され、もって

男女が均等に政治的、経済的、社会的及び文化的利益を享受する

ことができ、かつ、共に責任を担うべき社会 

（男女共同参画基本法第２条） 
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１ 計画策定の趣旨 

男女共同参画社会の形成について、国では「男女共同参画社会の実現を２１世紀の我が国社会を

決定する最重要課題と位置付け、社会のあらゆる分野において、男女共同参画社会の形成の促進に

関する施策の推進を図っていくことが重要である」としています。 

根強く残る社会全体における固定的な性別役割分担意識や無意識の思い込み（アンコンシャス・

バイアス）の存在や、新型コロナウイルスの感染症拡大によって顕在化した配偶者等からの暴力や

性暴力の増加・深刻化の懸念や女性の雇用、所得への影響等、課題は山積しています。 

 那珂川町では、平成２７年に「那珂川町男女共同参画計画」を策定し、推進施策を進めてまいり

ました。この計画から現在に至るまでに「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（以下

「女性活躍推進法」という。）」などが施行され、新型コロナウイルス感染症拡大による生活環境の

急激な変化に伴う新しい生活スタイル等、男女共同参画を取り巻く環境は大きく変化してきました。

こうした状況の中で、これまでの取組の成果や新たな課題に取り組むべき施策の方向を明らかにし、

男女共同参画社会の実現に向けた施策や事業の基本となる「第２次那珂川町男女共同参画計画」を

策定しました。 

 なお、本計画は、「那珂川町ＤＶ等防止基本計画」及び「那珂川町女性活躍推進計画」を包含し

ています。 

 

2 計画期間 

計画期間は令和４（2022）年度から令和８（2026）年度までの５年間です。 

 

３ 町の将来像 

多様な活動において男女がお互いを尊重し、支えあえるように男女共同参画意識を高揚させ、そ

れぞれの個性と能力を十分に発揮できる環境をつくり、一人一人がいきいきと輝ける男女共同参画

社会の実現を目指します。 

 

 

 

４ 基本理念 

(1)男女の人権の尊重                   

(2)社会における制度又は慣行についての配慮 

(3)政策等の立案及び決定への共同参画 

(4)家庭生活における活動と他の活動の両立 

(5)男女の生涯にわたる健康の確保 

(6)国際的協調 

男女が認めあい 支えあい  

一人一人がいきいきと輝く那珂川町 
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５ 意識調査結果【一般】 

（１）男女平等に関する意識について 

「男性は外で働き、女性は家庭を守るべき」との考え方について、「賛成」「どちらかといえば

賛成」と回答した割合は１５．３％で、「反対」「どちらかといえば反対」と回答した割合は７０．

２％で、性別役割分担意識に対して「反対」の割合が高くなっています。 

また、「男女が社会のあらゆる分野で平等になるために重要なこと」という問いでは、「男女を

取り巻く様々な偏見、固定的な社会通念、習慣、しきたりを改める」が３２．８％、次いで「家

事・子育て・介護を男女ともに協力し合うこと」が２６．６％となっています。 

職場において、「福利厚生」や「定年、退職、解雇」については、それぞれ「平等」「ほぼ平等」

と回答した割合は６９．１％、６８．８％となっていますが、「仕事の内容」や「人事配置や昇

進」では、「あまり平等とはいえない」「男女の差がかなりある」と回答した割合がそれぞれ３７．

５％、３４．６％となっています。 

 

（２）ワーク・ライフ・バランスについて 

「日常生活の中で、「家庭」「仕事」「地域活動」の優先度について、あなたの理想に最も近い

もの」を問うと、「「家庭」と「仕事」をともに優先」と回答した割合が最も高く、５５．０％と

なっています。しかし、現実に優先しているものを問うと、「「家庭」と「仕事」をともに優先」

と回答した割合が３３．９％で、次いで「「家族」を優先」が３１．７％、「「仕事」を優先」が

２７．６％となっています。 

 

（３）社会活動について 

  社会活動については、「参加していない」と回答した割合が４１．３％と最も高く、次いで「Ｐ

ＴＡ、子ども会などの子どもや青少年の育成活動」が３７．３％となっています。参加していな

い主な理由は、「仕事が忙しい」が４８．１％、「家事や育児・介護などが忙しいから」が３７．

２％となっています。男性・女性がともに家事、子育て、介護、地域活動に積極的に参加するた

めには、「夫婦や家族間でのコミュニケーションをよく図ること」と回答した割合が５７．４％

と最も高く、次いで「労働時間短縮や休暇制度を普及させることで仕事以外の時間をより多く持

てるようにすること」が４５．９％となっています。 

 

（４）人権について 

  「殴る、蹴る、ものを投げつける」といった直接的な暴力については、その行為がＤＶである

と知っている割合が９７．９％となっていますが、「殴るふりや物を投げるふりで脅す」、「恫喝」、

「避妊に協力しない」、「生活費を渡さない」、「働きに行かせない」、「外出や電話・メール・ＳＮ

Ｓを細かくチェックする」をＤＶだと知らなかったという割合が約１０～２５％となっています。 
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（５）男女の働き方や女性の活躍推進について 

  男性が育児休業や介護休業を取得することに関しては、「積極的に取得した方がよい」「どちら

かといえば取得した方がよい」と回答した割合が８４．９％となっています。 

女性が活躍するために特に重要なことは、「男性優位と思われる組織体制を改善すること」が

４９．３％、「男性が積極的に家事・育児・介護等に参画すること」が４７．１％、「様々な分野

で女性が活躍することに対する女性自身、または周囲の抵抗感をなくすこと」が４２．６％とな

っています。また、各分野で女性のリーダーを増やすときの障害となっているものが、「家事・

育児・介護等におけるパートナーなどの家族の協力が十分でないこと」が６２．９％、次いで「結

婚したり子どもが生まれたりすると女性が勤めにくい雰囲気があること」が５８．６％となって

います。 

 

（６）男女共同参画を推進するための取組について 

 男女共同参画社会を実現するために、町が力を入れるべきこととして、「子育て支援や介護支

援などの公的サービスを充実させる」という問いで、「とても重要」「重要」と回答した割合が最

も高く、９２．６％となっています。次いで、「家庭生活（家事・育児・介護など）への男性の

積極的な参加を促す」が８８．９％、「企業などに対し、性別に関わらず働きやすい職場環境づ

くりの促進について働きかける」が８８．７％となっています。 
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６ 計画の体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本施策 施   策 

① 男女共同参画を推進する啓発の充実 

② 性的少数者（セクシュアル・マイノリ

ティー）等を含めた人権に配慮した男

女共同参画の推進 

③ ジェンダー平等への取組 

① 幼少期からの男女平等教育の推進 

② 男女共同参画を推進する社会教育・家庭

教育の充実 

① 政策・方針決定過程への女性の参画 

② 女性の人材育成・エンパワーメント支

援・女性交流事業 

③ 防災分野における女性の参画推進 

① 産業・就労の分野に

おける男女の均等

な雇用機会と待遇

の確保の推進 

① ＤＶ・ハラスメント等の根絶に向け

た意識啓発の推進 

② 人権侵害等に関する相談体制の充実 

③ 困難を抱える女性等への支援体制の構築  

① 働き方改革の推進 

② 子育て環境・介護支援の充実 

① ライフステージに応じた健康づくり

の推進 

② 多様な生きがいづくりの支援 

① 男女共同参画に関する男性の理解促進 

② 男性の家事・育児・介護等家庭生活への

参画促進 

１ 男女共同参画の意識を高めるための

取組 

 

３ 男性の男女共同参画への理解と支援 

 

４ 女性活躍を推進するための体制づくり  

（那珂川町女性活躍推進計画） 

 

５ 産業・就労の分野における女性の活

躍と男女共同参画の推進 

（那珂川町女性活躍推進計画） 

 

６ ワーク・ライフ・バランスの充実 

（那珂川町女性活躍推進計画） 

 

７ 人権の尊重と暴力の根絶 

（那珂川町 DV 等防止基本計画） 

 

８ 人生１００年時代を支える生涯学習 

 

基本目標 

２ 男女共同参画推進のための教育・学習

の充実 

男
女
が
と
も
に
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躍
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き
る 
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Ⅰ 
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７ 計画の推進 

 

基本目標Ⅰ：男女がお互いに尊重する意識づくり 

男女共同参画社会の実現を果たすためには、町民それぞれが性別に関わらずお互いを尊重す

る意識をもつことと、根強く残っている固定的な性別役割分担意識又は無意識な思い込みを解

消することが必要です。また、国際的な視野に立ち、多様性を踏まえ、性別に関わらず人は皆

平等であり、個人として尊重されなければならないという基本的な人権尊重の理念を深く理解

することが不可欠です。 

  そのために、学校・家庭・地域において、子どもを含む各年代に対して、生涯にわたり男女

の区別なく主体的で多様な生き方ができるよう、男女共同参画の視点に基づく教育・学習機会

の充実に取り組み、男女共同参画意識の高揚を図ります。 

基本施策 施     策 

１ 男女共同参画の意識を高め

るための取組 

①男女共同参画を推進する啓発の充実 

②性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）等を含めた人権

に配慮した男女共同参画の推進 

③ジェンダー平等への取組 

２ 男女共同参画推進のための 

教育・学習の充実 

①幼少期からの男女平等教育の推進 

②男女共同参画を推進する社会教育・家庭教育の充実 

３ 男性の男女共同参画への理

解と支援 

①男女共同参画に関する男性の理解促進 

②男性の家事・育児・介護等家庭生活への参画促進 

 

 

基本目標Ⅱ：男女がともに活躍できる環境づくり 

豊かで住みよい地域をつくるには、男女が対等な立場で意見を出し合い、性別にかかわりなく、

一人一人がそれぞれの能力と個性を発揮し、互いを尊重し、活躍できる環境づくりが求められて

います。また、男女共同参画社会の実現には、普段から様々な場面で女性の視点を取り入れるこ

とが必要です。 

そのために、女性が政治、産業・就労分野や地域社会に積極的に参画でき、活躍できる環境づ

くりを目指します。また、多様な人々が活躍できるよう、ライフスタイルに対応した柔軟な働き

方ができる職場環境の実現を図ります。 

基本施策 施     策 

１ 女性活躍を推進するための

体制づくり 

（那珂川町女性活躍推進計画） 

①政策・方針決定過程への女性の参画 

②女性の人材育成・エンパワーメント支援・女性交流事業 

③防災分野における女性の参画推進 

２ 産業・就労の分野における女

性の活躍と男女共同参画の推

進 

（那珂川町女性活躍推進計画） 

①産業・就労の分野における男女の均等な雇用機会と待遇の確

保の推進 



6 

 

３ ワーク・ライフ・バランスの

充実 

（那珂川町女性活躍推進計画） 

①働き方改革の推進 

②子育て環境・介護支援の充実 

 

 

基本目標Ⅲ：男女がともにいきいき暮らせるまちづくり 

新型コロナウイルスの感染症拡大によって、様々な困難を抱えた女性等の存在、重大な人権侵

害であるＤＶ、性暴力が浮き彫りになりました。困難を抱えた女性等への支援やＤＶ、性暴力の

根絶が求められています。また、人生 100 年時代において、男女がいきいきと暮らせるまちを

つくるためには、男女が協力して家事・育児・介護等の家庭生活や地域活動に取り組み、男女で

支え合う体制づくりが必要です。 

そのために、男女が性別に関わらず、互いを尊重し合い、協働して家庭生活が送れるよう、Ｄ

Ｖ等の根絶を目指し啓発を行うとともに、誰もが安心して健康的に暮らすことができる支援体制

の構築に取り組みます。 

基本施策 施     策 

１ 人権の尊重と暴力の根絶 

（那珂川町 DV 等防止基本計画） 

①ＤＶ・ハラスメント等の根絶に向けた意識啓発の推進 

②人権侵害等に関する相談体制の充実 

③困難を抱える女性等への支援体制の構築 

２ 人生１００年時代を支える

生涯学習 

①ライフステージに応じた健康づくりの推進 

②多様な生きがいづくりの支援 

 

 

８ 成果指標 

 

基本目標Ⅰ：男女がお互いに尊重する意識づくり 

基本施策１：男女共同参画の意識を高めるための取組           

男女共同参画への理解を深めるとともに、あらゆる立場の人々が個性と能力を十分に発揮するこ

とができる社会を目指し、人権尊重や男女共同参画意識の啓発に取り組みます。 

また、男女が対等な関係を築くため、個人の生き方の制約につながりかねない慣習やしきたりの

中に残る固定的性別役割分担意識の存在を認識し、そのような考え方を見直せるよう、あらゆる世

代に対し様々な媒体や機会を通じた広報・啓発活動に努めるとともに、多様性（ダイバーシティ）

の観点を踏まえた性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）に関する人権への配慮に向けて、性

別にとらわれない多様な生き方を認め合えるよう啓発を行います。 
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成果指標 

項          目 現状値※１ 
目標値 

令和８年度 

固定的性別役割分担意識に同意しない人の割合 

（「夫は外で働き、妻は家庭を守るべきだ」の質問で、「反対」「ど

ちらかといえば反対」と答えた人の割合）   

７０．２％ ７５％ 

「社会通念や慣習・しきたり」における男女平等意識 

（「男女平等になっている」と答えた人の割合）           
１５．０％ ２０％ 

「性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）」についての認知

度（「性的少数者（セクシュアル・マイノリティ）」という言葉を

聞いたことがあり、意味も「知っている」と答えた人の割合）           

５８．４％ ６５％ 

栃木県男女共同参画地域推進員数 ０人 ２人 

※１ 現状値は、令和２年度の実績または令和３年に実施した調査結果に基づく数値を記載してい

ます。 

基本施策２：男女共同参画推進のための教育・学習の充実         

男女平等意識をあらゆる世代に浸透させるため、親たちに対する子どもの発達段階に応じた家庭

教育に関する学習機会の充実に努めるとともに、子どもの頃からそれぞれの個性と能力を十分発揮

し、将来を見通して自己形成ができるよう保育施設や学校における男女平等教育を推進します。 

また、固定的性別役割分担意識を問い直し、人権尊重の理念に基づく男女共同参画についての意

識を向上させるため、性別に関わりなく一人一人の個性と能力を大切にする生涯学習の充実を図り

ます。 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

男女共同参画に関する講座の参加者数（５年間の累積数） 
７２人 

(２回開催) 

３００人 

（毎年開催） 

基本施策３：男性の男女共同参画への理解と支援            

女性が仕事と家庭生活、地域活動等を調和（ワーク・ライフ・バランス）させ自立した生活を送

ることができるよう、固定的性別役割分担意識を解消し、男性の家事・育児・介護、地域活動への

積極的な参画を進めるために、男女共同参画についての理解を促進する学習機会の提供と啓発、支

援を行います。 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

男性従業員が育児休業の該当者がほとんど取得していない事

業所の割合 
２６．９％ １０％以下 
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基本目標Ⅱ：男女がともに活躍できる環境づくり 

基本施策４：女性活躍を推進するための体制づくり           

【那珂川町女性活躍推進計画】 

あらゆる分野における政策・方針決定過程への女性の参画の拡大に向け、町が率先して審議会等

委員への女性の選任に取り組むとともに、町の女性職員については、特定事業主行動計画に基づき、

職域拡大及び管理職等への積極的な登用を図ります。 

また、女性のエンパワーメント支援のための講座や講演会を実施するとともに、女性活躍の促進

を図るため、異業種交流などを積極的に推進していきます。 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

町審議会等委員に占める女性の割合 ２３．４％ ３５％ 

町職員の管理監督職に占める女性の割合 ３５．０％ ４０％ 

 

基本施策５：産業・就労の分野における女性の活躍と男女共同      

参画の推進【那珂川町女性活躍推進計画】 

働く場における男女の均等な機会と待遇の確保をさらに推進するとともに、女性が能力を十分に

発揮し活躍することができるよう、事業者による積極的改善措置（ポジティブ・アクション）など

の取組を促進します。 

また、各種ハラスメント等を防止するため、相談窓口の周知や対応策の情報提供を行うとともに、

事業所や町民に対する啓発活動を進めます。 

さらに、事業主に対し再雇用制度の普及・啓発に努めるとともに、女性の就労支援として学習機

会の提供や就職及び起業等の情報提供の充実を図り、支援を行います。女性活躍推進の必要性を事

業所に広く働きかけていくため、「女性活躍推進法」に基づく一般事業主行動計画の策定を支援す

るとともに、女性活躍や多様性（ダイバーシティ）の推進に取り組む事業所が増えるよう啓発や情

報発信などを行います。 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

管理的職業従事者全体に占める女性の割合   ２３．７％ ３０％ 

職場での男女の平等感 

（「平等」と答えた人の割合） 
３９．７％ ５０％ 
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基本施策６：ワーク・ライフ・バランスの充実              

      【那珂川町女性活躍推進計画】 

長時間労働の削減や労働生産性の向上などの働き方改革を進めることや、男性の育児休業の取得

促進、多様な人々が活躍できるようなライフスタイルに対応した多様で柔軟な働き方の導入の重要

性等について、関係機関と連携して周知します。また、労働基準法、育児・介護休業法に基づく制

度の定着と活用を促進するため、事業所等におけるワーク・ライフ・バランスを実現するための取

組が推進されるよう支援を行うとともに、経営者・管理職の理解促進への取組を強化します。 

子育てに関する不安や負担感を解消し、男女がともに子育てと仕事や地域活動などを調和させる

ことができるよう、保育施設整備と保育人材の確保の促進、ライフスタイルに対応した多様な保育

サービスの提供などのきめ細かな子育て支援策を推進します。 

 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

ワーク・ライフ・バランスの実際の優先度     

（「家庭と仕事ともに優先」と回答した人の割合） 
３３．９％ ４０％ 

 

 

基本目標Ⅲ：男女がともにいきいき暮らせるまちづくり 

基本施策７：人権の尊重と暴力の根絶                 

【那珂川町ＤＶ等防止基本計画】 

男女間のあらゆる暴力の根絶を目指し、町民一人一人がＤＶは犯罪につながる行為であり、重大

な人権侵害であるとの認識を持つよう、周知・啓発するとともに、被害者が安心して相談でき、必

要な支援を適切に受けられるよう取り組みます。 

また、デートＤＶ・性暴力についても、男女の対等なパートナーシップや暴力を伴わない人間関

係の構築に向け、予防や対応に関する啓発を図ります。 

 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

精神的・経済的・社会的・性的な暴力がＤＶに含まれると

知っている人の割合 
７８．６％ ８５％ 

「ＤＶ等の被害にあった」と回答した人の割合 ３．２％ 根絶を目指す 
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基本施策８：人生100年時代を支える生涯学習            

発達段階に応じて、男女の性の違いや性の多様性、互いの性の尊重を育む教育を行うことで、男

女がともに、リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康と権利）に対して正しい

知識を持ち、妊娠または出産などにおいて双方がより良い協力関係を保つことができます。女性が

自らの意思で、心身の特性に応じた保健・医療サービスを選択できる自己決定権が尊重され、生涯

にわたって健康な生活を送るための環境づくりを目指します。 

また、生涯を通じて、思春期、妊娠・出産期、更年期、高齢期等ライフステージに応じた身体と

心の健康管理・保持増進と生きがいづくりを支援する取組の充実を図ります。 

成果指標 

項          目 現状値 
目標値 

令和８年度 

特定健康診査受診率（国保） ３６．９％ ６０％ 

仕事以外に 30 分以上運動している人の割合 ３６．２％ ４０％ 

那珂よし健康ポイント事業登録者数 ５９９人 1,０００人 

 

 

 

 

SDGs17 の目標 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ：Sustainable Development Goals 持続可能な開発目標）とは、

２０１５年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための２０３０アジェンダ」にて

記載された国際目標で、２０１６年から２０３０年までの１５年間で世界が達成すべきゴールを表

したものです。 

発展途上国のみならず先進国も対象となっており、持続可能な世界を実現するための１７のゴー

ルと１６９のターゲットから構成されています。 

世界中の国々が自国や世界の問題に取り組むことで、すべての人が尊厳を持って生きることがで

きる、「誰一人取り残さない」世界を実現することを誓っています。 
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第２次那珂川町男女共同参画計画【概要版】 

〖那珂川町女性活躍推進計画〗 

〖那珂川町ＤＶ等防止基本計画〗 

 

  那珂川町教育委員会 生涯学習課 

〒324-0692 栃木県那須郡那珂川町馬頭 555 番地 

ＴＥＬ 0287-92-1135 ＦＡＸ 0287-92-3039 

Ｅ-mil sgaku@town.tochigi-nakagawa.lg.jp 

 

 

       


